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機とシミュレーション結果の比較を実施した。比較範囲
は駆動機の起動から昇圧完了までを対象とした。比較対
象を圧力（図 3），温度（図 4）とし，結果を物理量ご
とに示す。横軸は時間，縦軸は各物理量を正規化した値
で表す。破線は実機データ，実線はシミュレータによる
演算結果を示す。
　実機データを偽㈢ た。線範囲で表ｒ果の比較平斤ゥ差㈢ 土状H
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の調整や不具合を最小限に抑えることができ，試運転期
間を短縮することができる。

3．今後の展望

　本稿で解説した技術を活用することにより設計の初期
段階から実機を伴わないリスク検証を行うことが可能と
なる。設計の各段階においてシミュレータを適用するこ
とで設計効率の改善や高品質な機械を提供することを目
指す。
　具体的にはフィード段階における適切なユニットのサ
イジングや圧縮機制御方案の検証，設計段階では，HILS
技術を用いた運転方案に応じたプロセスの検証や制御シ
ステムの妥当性検証，また現地試運転時に発生した不具
合事象を再現し，迅速な原因究明と解決策の提示を実現
できると考えている。


